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久
保
田

　実
生
議
員

く

　
　ぼ

　
　た

　
　
　
　
　

 

み

　

 

し
ょ
う

永
沼

　嘉
代
子
議
員

な
が

　ぬ
ま

　
　
　
　 

か

　
　よ

　
　こ

町
長

民
間
の
良
さ
を
活
か
し
た
い

社
会
福
祉
施
設
の
改
革
推
進

方
針
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
高
齢
者
施
設
を
「
民
営
化
」
す
る

と
は
っ
き
り
打
ち
出
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
そ
の
根
拠
は
な
ん
で
す
か
。

指
定
管
理
者
が
任
期
ご
と
に

代
わ
る
と
、
環
境
変
化
に
対
す
る
不

安
や
ス
ト
レ
ス
が
生
じ
ま
す
。

　
民
間
の
も
つ
資
源
を
活
か
し
、
医

療
・
介
護
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
適
切

か
つ
迅
速
に
う
け
る
こ
と
が
可
能
に

な
り
ま
す
。

保
育
園
は
公
立
で
の
運
営
継

続
が
打
ち
出
さ
れ
、
次
は
公
募
と
な
っ

て
い
ま
す
。
環
境
変
化
で
の
〝
不
安
〞

が
心
配
さ
れ
ま
す
。
今
ま
で
通
り
「
福

祉
会
」
に
任
せ
、
安
心
で
質
の
高
い

保
育
を
目
指
す
こ
と
が
、
町
の
責
任

で
は
。

よ
り
よ
い
保
育
が
で
き
る
方

策
を
考
え
、
保
育
園
の
利
用
者
が
困

ら
な
い
よ
う
な
制
度
、
財
政
面
も
含

め
検
討
し
ま
す
。

今
後
の
人
口
減
少
、
高
齢
者

増
を
し
っ
か
り
受
け
と
め
、
町
と
し

て
福
祉
に
責
任
を
も
て
る
施
策
が
必

要
で
す
。
高
齢
者
施
設
等
の
民
営
化

ま
た
、
廃
止
は
や
め
〝
お
年
寄
り
が

楽
し
く
暮
ら
せ
る
日
本
一
の
町
〞
を

目
指
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

そ
の
他
の
質
問

・
第
6
次
総
合
計
画

・
水
を
守
ろ
う
。
命
を
守
ろ
う

指
定
管
理
者
制
度
は

問問

動
画
へ
GO

町
長
の
9
月
議
会
で
の
答

弁
や
次
年
度
の
予
算
編
成
基
本
方
針

に
「
ビ
ル
ド
＆
ス
ク
ラ
ッ
プ
」
が
登

場
し
ま
し
た
。
今
年
度
の
基
本
方
針

で
は
「
ス
ク
ラ
ッ
プ
＆
ビ
ル
ド
」
で

し
た
が
、
言
葉
の
転
換
に
よ
っ
て
ど

の
よ
う
に
変
わ
る
の
で
す
か
。

こ
れ
ま
で
の
発
想
を
転
換
す

る
も
の
で
す
。
新
し
い
事
業
を
実
施

す
る
に
は
、
費
用
の
確
保
が
必
要
で

す
。
ま
ず
、
何
に
取
り
組
む
の
か
を

議
論
し
、
既
存
事
業
と
比
較
検
討
す

る
こ
と
で
、
真
に
必
要
な
事
業
が
出

て
く
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

そ
の
発
想
が
全
職
員
の
も

の
に
な
る
た
め
に
も
、
予
算
の
仕
組

み
を
変
え
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

　
現
在
は
、
各
課
が
事
業
の
予
算
を

計
上
し
、
財
政
係
が
そ
の
調
整
を
し

て
い
ま
す
。
そ
う
で
な
く
、
財
政
係

が
各
課
に
予
算
を
振
り
分
け
、
各
課

は
そ
の
枠
内
で
必
要
な
予
算
を
計
上

す
る
。「
枠
配
分
予
算
」
の
導
入
で
す
。

久
保
田

久
保
田

永
沼

永
沼

永
沼

ビ
ル
ド
&
ス
ク
ラ
ッ
プ
の

転
換

問問町
長

発
想
の
転
換
で
真
に
必
要
な
事
業
を

動
画
へ
GO

町
長

町
長

町
長

民間に売却予定の施設（特養そえだ）

一般質問一般質問

166号（R2.2）7

枠
予
算
も
有
効
か
も
し
れ
ま

せ
ん
の
で
、
今
後
も
議
論
し
て
い
き

ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

・
行
政
改
革
推
進
委
員
会
の
進
捗

一口メモ

ビルド＆スクラップ

　新しい事業を実施（ビルド）
する場合、その事業に必要な予
算を明確にし、既存の事業と優
先順位を比較する。その結果、
縮小廃止（スクラップ）する事業
を選定する手法。

すべてはこの一冊に！

町
長

じ
ん
そ
く

町
長

町
と
し
て
も
対
応
、調
査
、検
討
す
る

最
近
社
会
問
題
化
し
て
い
る
、

高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
の
暴
走
に
よ
り
歩

行
者
が
犠
牲
に
な
る
事
故
が
相
次
い

で
い
ま
す
。
本
町
で
の
75
歳
以
上
の

運
転
免
許
保
有
者
数
は
男
女
合
わ
せ

て
7
8
1
人
で
す
。
自
主
返
納
を
考

え
て
い
る
人
も
多
い
と
思
い
ま
す
。

　
国
は
、
高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
の
事
故

多
発
を
受
け
て
、
免
許
の
自
主
返
納

支
援
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た

そ
の
他
に
も
後
付
け
の
安
全
運
転
支

援
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
に
よ
る
事
故
を

無
く
す
た
め
に
、
ぜ
ひ
と
も
安
全
運

転
支
援
装
置
設
置
の
補
助
金
制
度
の

創
設
を
真
剣
に
検
討
し
て
は
ど
う
で

す
か
。

本
町
は
高
齢
者
が
多
い
山
間

部
を
抱
え
て
い
ま
す
。
移
動
手
段
の

確
保
と
、
安
全
運
転
は
切
実
な
問
題

だ
と
私
自
身
も
受
け
と
め
て
い
ま
す
。

　
交
通
手
段
を
確
保
す
る
た
め
に
75

歳
以
上
の
高
齢
者
を
対
象
に
タ
ク

シ
ー
利
用
助
成
等
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
の
国
や
県
の
動
向
も

あ
り
ま
す
が
、町
と
し
て
対
応
、調
査
、

検
討
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

悲
惨
な
事
故
を
起
こ
さ
な
い

た
め
に
も
、
安
全
運
転
支
援
装
置
は

待
っ
た
な
し
の
課
題
で
す
。

町
長

安
全
運
転
支
援
装
置

補
助
金
の
創
設
を

問問 　木

　清
文
議
員

よ
し

　

  

き

　
　
　
　

 

き
よ

　

 

ふ
み

動
画
へ
GO

①
財
政
規
律

人
口
減
少
が
進
み
、
地
方
税
、

地
方
交
付
税
等
の
財
源
が
減
少
し
て

い
ま
す
。
団
地
の
建
替
、
小
中
学
校

の
建
替
、
ご
み
・
し
尿
処
理
場
建
設

工
事
等
、
多
く
の
事
業
が
予
定
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
公
債
費
比
率
の
上
昇

を
ど
う
考
え
ま
す
か
。

一
般
財
源
の
伸
び
は
見
込
め

な
い
の
で
、
事
業
を
行
う
時
は
、
地

方
債
に
頼
ら
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
基

金
等
を
考
慮
し
、
十
分
検
討
し
対
応

し
て
い
き
ま
す
。

公
債
費
比
率
は
５
％
で

健
全
な
範
囲
で
す
が
、
今
後
も
過
疎

債
等
の
有
利
な
起
債
を
活
用
し
て
、

後
年
の
負
担
が
よ
り
少
な
く
な
る
よ

う
考
慮
し
て
い
き
ま
す
。

収
入
増
が
見
込
ま
れ
な
い
な

か
、
新
し
い
事
業
を
行
う
に
あ
た
り

地
方
債
を
起
こ
す
と
き
は
、
ツ
ケ
を

子
ど
も
た
ち
に
回
さ
な
い
よ
う
に
し

て
く
だ
さ
い
。

②
Ｊ
Ｒ
日
田
彦
山
線

協
議
は
双
方
が
譲
ら
な
い
状

態
が
続
き
、
現
在
廃
線
と
同
様
な
状

況
と
な
っ
て
い
ま
す
。
知
事
は
３
月

末
ま
で
に
決
め
る
と
言
っ
て
い
ま
す
。

鉄
道
で
の
復
旧
が
原
則
で
は
あ
り
ま

す
が
、
妥
協
案
（
全
線
Ｂ
Ｒ
Ｔ
な
ど
）

を
提
示
し
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
で

す
か
。

住
民
の
移
動
手
段
を
確
保
し
、

利
便
性
の
向
上
を
図
る
た
め
、Ｊ
Ｒ
と

協
議
し
て
い
き
ま
す
。
鉄
道
で
の
復

旧
の
姿
勢
は
崩
し
て
い
ま
せ
ん
が
、

早
期
復
旧
の
た
め
、
方
策
を
考
え
て

対
処
し
て
い
き
ま
す
。

中
嶋

中
嶋

中
嶋

町
長

総
務
課
長

町
長

問問町
長

十
分
に
検
討
し
て
い
き
ま
す

中
嶋

　浩
二
議
員

な
か

　し
ま

　
　
　
　こ
う

　

 

じ

添
田
町
の

将
来
の
行
方
は

動
画
へ
GO

一般質問一般質問

166号（R2.2） 6

　木

　木

復旧はいつに？（添田駅）

安全運転ができるように
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県
の
機
関
を
訪
問

　産
業
厚
生
常
任
委
員
会
で
、

県
の
出
先
機
関
を
訪
問
し
、
町

の
課
題
や
要
望
箇
所
の
状
況
な

ど
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　県
が
管
理
し
て
い
る
道
路
・
河
川

に
関
す
る
要
望
事
項
の
状
況
な
ど
を

確
認
し
ま
し
た
。

　民
生
委
員
と
の
意
見
交
換
で
出
て

い
た
通
学
路
（
落
合
）
整
備
要
望
は

次
の
よ
う
な
状
況
で
す
。

　「平
成
30
年
度
に
設
計
を
完
了
し
、

本
年
度
に
工
事
の
予
定
で
し
た
。
し

か
し
、
国
の
河
川
工
事
が
予
定
さ
れ
、

そ
れ
と
の
調
整
が
必
要
に
な
っ
た
た

め
、
調
整
後
に
実
施
と
な
り
ま
す
。」

　遅
れ
て
い
る
事
情
は
理
解
で
き
る

が
、
住
民
（
要
望
者
）
へ
の
連
絡
が

必
要
で
は
な
い
か
と
意
見
し
ま
し
た
。

町の現状を訴え、理解を深める

歩道のない通学路・県道

　農
地
整
備
、
有
害
鳥
獣
被
害
対
策
、

森
林
整
備
を
テ
ー
マ
に
意
見
交
換
。

有
害
鳥
獣
対
策
で
は
、「
防
止
柵
設
置
」

の
申
請
は
個
別
の
相
談
に
応
じ
る
場

合
も
あ
る
の
で
、
担
当
者
に
確
認
し

て
ほ
し
い
と
の
事
で
し
た
。

・
・

研  

修  

報  

告

浦野元議長

そ
の
他
の
研
修

　全
国
町
村
議
会
議
長
会
70
周
年

を
記
念
し
、
浦
野
信
義
元
議
長
が

議
員
在
職
30
年
以
上
の
特
別
表
彰

を
受
け
ま
し
た
。

祝 全国表彰

飯
塚
農
林
事
務
所

田
川
県
土
整
備
事
務
所

議会だよ
りよくなっ

た!?11月
19日

　毎年、県の広報研修に参加し、専門家の
「広報クリニック」を受けています。今回
164号を講評してもらいましたが、厳しい
意見よりも良い
評価をもらいま
した。
　アドバイスは
今号の表紙にも
活かしています。

・表紙の写真は親しみを感じる

・JR、花工房の追跡記事はよい

・企画とレイアウトに工夫がある

・カタリ場のその後を明確に

・最終ページへの誘導を明確に

ア
ド
バ
イ
ス

これからも

議
員
研
修

・
政
治
状
況

1月
令和2年

15日

県

新
人
議
員
研
修

・
議
員
の
心
構
え

10月
29日

県

議
員
研
修

・
京
都
府
与
謝
野
町
議
会
の
改
革

・
福
岡
県
の
市
町
村
施
策

11月
7日

田
川
郡

町
長

更
に
女
性
の
人
材
発
掘
や

育
成
に
努
め
る

添
田
町
の
審
議
会
な
ど
の
女

性
の
登
用
率
は
何
％
で
す
か
。

現
在
は
18
・
8
％
で
す
。
目

標
値
の
26
％
に
は
達
し
て
い
ま
せ
ん

が
若
干
上
が
っ
て
き
て
い
ま
す
。
今

後
も
女
性
活
躍
推
進
バ
ン
ク
へ
の
登

録
を
呼
び
か
け
、
登
録
者
の
増
加
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
ま
た
能
力

を
高
め
る
研
修
な
ど
も
検
討
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

男
女
共
同
参
画
推
進
条
例
の

11
条
に
、
審
議
会
の
委
員
を
任
命
す

る
場
合
は
「
積
極
的
改
善
措
置
を
行

う
こ
と
に
よ
り
、
で
き
る
限
り
男
女

の
均
等
を
図
る
」
と
あ
り
ま
す
。
条

例
の
よ
う
に
更
に
進
め
て
く
だ
さ
い
。

添
田
町
の
高
齢
化
率
が
42
％

に
な
り
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　

　
添
田
町
は
高
齢
者
の
た
め
い
ろ
い

ろ
な
施
策
を
し
て
い
ま
す
が
、
高
齢

者
が
住
み
慣
れ
た
場
所
で
安
心
し
て

暮
ら
す
に
は
、
ふ
れ
あ
い
や
助
け
合

い
、
支
え
合
い
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
も
高
齢
者
や
子
ど
も

を
守
る
組
織
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
が
見
守
り

な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
活
動
を
や
っ
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
地
域
単
位
で
組
織
を
作
っ
た
方
が

い
い
こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
今

後
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

課
長

町
長

髙
瀬

髙
瀬

男
女
共
同
参
画
の

推
進
を

問問 髙
瀬

　知
恵
子
議
員

た
か

　

 

せ

　
　
　
　
　

 

ち

　
　え

　
　

 

こ

動
画
へ
GO

町
内
で
空
巣
被
害
が
多
発
し

て
い
る
と
注
意
を
呼
び
か
け
て
い
ま

す
が
、
空
巣
犯
は
人
通
り
の
な
い
留

守
宅
を
狙
っ
て
侵
入
す
る
た
め
確
証

が
つ
か
み
に
く
い
の
が
現
状
で
す
。

　
こ
の
た
め
地
域
で
は
防
犯
カ
メ
ラ

の
設
置
が
話
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
添
田
町
で
は
屋
外
の
防
犯
カ
メ
ラ

の
実
例
が
少
な
く
、
費
用
な
ど
に
つ

い
て
知
識
が
と
ぼ
し
い
こ
と
か
ら
、

行
政
で
調
査
し
て
ほ
し
い
と
の
要
望

が
あ
り
ま
す
。
町
長
の
考
え
を
伺
い

ま
す
。

空
巣
被
害
は
警
察
の
見
回
り

強
化
や
防
災
無
線
で
も
定
期
的
に
注

意
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
今
の
対
応
が
十
分
と
は
言

え
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
防
犯
カ
メ
ラ
が
ど
の
よ
う
な
も
の

か
費
用
、
効
果
等
を
含
め
調
査
研
究

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

調
査
結
果
は
区
長
会
で
報
告

し
て
く
だ
さ
い
。

　
そ
う
す
れ
ば
そ
の
結
果
を
基
に
、

地
域
で
検
討
す
る
こ
と
も
で
き
る
と

思
い
ま
す
。

岩
本

岩
本

町
長 問問町

長

費
用
な
ど
調
査
研
究
し
た
い

岩
本

　正
議
員

い
わ

　も
と

　
　
　

  

た
だ
し

空
巣
対
策
に

防
犯
カ
メ
ラ
の
調
査
を

動
画
へ
GO

女性の登録おまちしています

日中でも人通りの少ない路地

一般質問一般質問

166号（R2.2） 8

高
齢
者
が
地
域
で
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
組
織
作
り
を

髙
瀬



視察メモ

　芽室町は日高山脈の東、十勝平野の西部に位置し豊か
な大地と気候条件に恵まれた農業王国です。出資会社
にとっても芽室町の農産物とつながることは農産物の確
保につながるメリットがあります。

視察レポート
“ 学ぶ→活 

視察レポート視察レポート

166号（R2.2）11

視察を終えて…

誰もが当たり前に生きていける町
めむろちょう

－ 北海道芽室町 ー

　町の障がい者福祉
計画に基づき2013年
に就労継続支援A型
事業所として「九神
ファーム」を誘致。農
産物の生産や、一次加
工を行い障がい者の就労を支援しています。8人で
始めた雇用も現在は23人。これまでに8名が一般
企業に就職しています。

ポイントはココ!ポイントはココ!

いきいきと作業する就労者

視察を終えて…

福太郎が進出した町
－ 北海道小清水町 ー

　本町と同じく、福太
郎が進出し、廃校と
なった小学校を2013年
から工場として活用。
　地元でとれたジャガ
イモを使い、北海道な
らではのホタテ、チーズ、サーモンなどを加えた食
品「ほがじゃ」を作っています。工場進出までの経
緯や、それに関係する町の取り組みなどを視察しま
した。

ポイントはココ!ポイントはココ!

　

こしみずちょう

工場誘致への支援は本町より、手厚く実施
していた。
工場開設までのストーリーをVTRにまとめ
るなど、町との関係性を大切にしている。
知床ツアーに取り入れてもらうなど観光客
の誘致にも力を入れる。
本町との交流も考えてはどうか。

＊

＊

＊

＊

町だけでなく、民間と一緒に取り組む姿勢
が良い。
計画の段階から、販路までを明確にし計画
的な事業となっていた。
この取り組みで本人のみならず、親の安心
にもつながる。
働く方のひたむきで、誇らしげな姿勢が印
象的だった。

＊

＊

＊

＊

●食品製造加工会社3社による出資で「九神
　ファーム」を設立。
●出資会社へ販売するため販路が確保され
　ている。
●働く場所ができ、障がい者の収入増に。
●各人の特性を活かした業務を行い、それが
　やりがいにつながっている。

●固定資産税の減額や雇用増への助成を行
　い企業活動を支援。
●雇用は20名を超え、5年間で3360万円の
　助成。
●地元のジャガイモを原料に使うことで、生
　産者の意欲向上につながった。
●卒業生の絵を工場内に飾るなど地域の方々
　とのつながりを大切にしている。

きゅう じん

産業厚生
常任委員会

地域に根ざしたほがじゃ工場

視察メモ

視察を終えて…

鉄道から BRT へ
おおふなとし

－ 岩手県大船渡市 ー

　東日本大震災で被
害を受け鉄道が不通。
住民は鉄道での復旧
を望んだが、JRは安全
性の問題から高台へ
の移設を提示。

　しかし、費用負担の困難さや今後の人口減少、
持続的な地域交通の確保などを考えて、市はやむ
を得ずBRTでの早期復旧を選択しました。

●BRTは鉄道より建設運営コストがかからない。
●要望に応じて柔軟な対応ができる。
●新駅の設置・ルート延伸等が可能。
●災害時等も一般道路を選んで運行できる。

ポイントはココ!ポイントはココ!

BRT駅と専用道路

視察を終えて…

住民自治 日本一の市
－ 岩手県滝沢市 ー

　住民主体の「幸福
感」「暮らしやすさ」を
育む環境づくりを進め
ています。柔軟な考え
を持った市長に代わり
思い切った改革を25

年間継続。職員の意識改革を徹底し住民参画・協
働による地域づくりに力を入れ、市の総合計画も、
地区での話し合いをもとに、住民が中心となりつく
り上げています。

●10地区にまちづくり委員会を設置。
●各地区に職員を3人配置し、多くの委員会開催。
●地域アンケート・インタビューをとる。
●各地域のまちづくり方針をつくる。

ポイントはココ!ポイントはココ!

熱く語り合った視察研修

先進地から学べ
かす議会に”

視察レポート視察レポート

166号（R2.2）10

岩手県大船渡市人口3万5千人、三陸海岸南部の代表的
な都市のひとつ。水産業・石灰石鉱山がある。日本で初め
てBRTが2015年12月より運行開始となりました。

す
ご
い
ネ
！

「
住
民
の
た
め
の

　
　
　
町
づ
く
り
」

あ
た
り
ま
え
の

こ
と
だ
け
ど
、

良
い
と
こ
ろ
を

う
ー
ん
と 

と
り
入
れ
て

が
ん
ば
ろ
う
ひ
こ

大
船
渡

滝
沢

ひこちゃん

学生の通学利用が多く、使いやすい。
要望に応えて、駅・ルート延伸などできるこ
とは良い。
BRTロケーションシステムや、ICカード導入
サービスが良い。
BRTを受け入れざるを得なかった状況。
住民の中には今も鉄道を望む声がある。

＊
＊

＊

＊

住民の意見が尊重され、住民が大切にされ
ている。（小学校の統廃合等、地域の住民の
希望があったら行う）
職員の意識改革が住民の声を本気で聴くと
いう姿勢に表れている。
町の景色や古くからの行事を大切にし　
観光に活かしている。
地域の特性を活かした特産物の生産販売
に成功している。

＊

＊

＊

＊

総務文教
常任委員会

たきざわし



特集

　町
の
こ
と
や
、将
来
の
こ
と
な
ど
、

気
楽
に
語
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

★
代
行
バ
ス
は
不
便

　列
車
が
遅
れ
た
時
に
、代
行
バ
ス
と
時
間

　が
合
わ
な
く
て
乗
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

★
気
軽
に
行
け
る
飲
食
店

　休
み
の
日
に
図
書
館
で
勉
強
し
て
い
ま
す

　が
、周
り
に
飲
食
店
が
少
な
い
か
ら
、増
や

　せ
な
い
か
な
？

★
将
来
の
こ
と

　町
に
は
、自
分
が
希
望
す
る
企
業
が
無
い

　か
ら
、出
る
し
か
な
い
の
か
な
。

★
英
彦
山
観
光

　花
見
ヶ
岩
公
園
の
景
色
は
と
て
も
き
れ
い

　だ
か
ら
、も
っ
と
い
ろ
ん
な
人
に
知
っ
て

　も
ら
い
た
い
な
。

★
英
彦
山
で
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ

　花
工
房
は
、使
わ
な
い
な
ら
壊
し
て
グ
ラ

　ン
ピ
ン
グ
と
か
ど
う
か
な
。星
も
き
れ
い

　だ
し
。

高校生特集高校生特集

　12
月
10
日
、
田
川
高
校
の
学
生
が
、
職
場
体
験
と
し
て
議
会
広
報
常
任
委
員
会
に

参
加
し
、
一
緒
に
広
報
紙
を
作
成
し
ま
し
た
。
ま
た
学
生
か
ら
添
田
町
へ
の
想
い
や
、

将
来
の
夢
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
話
を
聴
く
こ
と
が
で
き
、
広
報
委
員
と
し
て
も
刺
激
あ

る
委
員
会
活
動
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

1113 166号（R2.2）

私
た
ち
も
、
　
　

 

　
　
　

 

つ
く
っ
た
よ

職場体験はどうでしたか？

撮影もバッチリ楠木さん、白石さん、鸖田さん、白瀧さん

一口メモ

グランピングとは
　オシャレで優雅なキャンプ
場。近年アウトドア愛好家
などに新たな体験型旅行施
設として注目されています。

一
緒
に学

生
か
ら
の
あ
れ
こ
れ

議会広報はほとんど
見たことが無いけど、
初めて読んでみて

「一口メモ」は分かりやすくて
いいなと思いました。

議員さんや役場の職員さんは
気難しいイメージだったけど、
みんな笑顔で優しかったので、

安心しました。

これから
時間があったら、
議会広報紙を

読みたいと思います。

視察レポート

多
く
の
こ
と
を

　
　
学
ん
だ
よ
う
ね
。

イ
イ
と
こ
を

　
　
マ
ネ
し
て
、

そ
こ
を
目
指
し
て

取
り
組
ん
で
ね
！

ゆずちゃん
視察メモ

視察を終えて…

全国有数の議会広報
だいせんちょう

－ 鳥取県大山町 ー

　大山町議会の議会だよりは全国コンクール上
位入賞の実力。32ページあるが、興味をひく見出
しやレイアウトで勝手に読み進めてしまう紙面。
　広報委員会（8名）は
2年で全員が入れ替わ
り、すべての議員が議
会広報に携わっている
のには驚きました。

●編集理念を委員が共有している。
●ページのパターン（型）が確立していて、
　見やすい紙面。
●「伝わる」広報を目指していることが実感で
　きるレイアウト。

ポイントはココ!ポイントはココ!
編集方針の哲学を学ぶ

視察を終えて…

議員定数を住民と一緒に
－ 兵庫県西脇市 ー

　西脇市議会は、住民との広聴活動（対話の場）
を大事にしています。議員定数を検討するにあ
たっても、意見交換会
（8会場）を行い、住民
の声を踏まえて進めよう
としています。今回は、
その会場に行き、意見
交換会を視察しました。

●「住民のみなさんのため」との想いが伝わる
　議会活動。
●議員が実施に慣れており、レベルが高い。
●会場準備から報告書の作成まで、事務局に
　頼らない運営。

ポイントはココ!ポイントはココ!
グループごとに議員がリード

大山町議会の議会だよりは全国2位にもなったことのある
実力紙！西脇市議会は議会改革度ランキングで全国10位の
先進地。80の自治会すべてで対話集会を実施しています。

ページのパターン（型）を持つ、つくる。
広報紙の役割を改めて認識した。
添田の広報も編集マニュアルの確立を。
委員会での知恵を結集するため、委員の増
員を検討。

＊
＊
＊
＊

議会からの説明もわかりやすかった。
議員定数の数だけの話ではなく、議会の役
割や議会に何を望むのかの話をしていた。
先進議会のレベルの高さを感じた。
私たちも経験を重ね、対話の場に慣れるこ
とが必要。

＊
＊

＊
＊

視察レポート視察レポート
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先進地から学べ
議会広報
常任委員会

たずさ

にしわきし


